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職場における熱中症死傷者数と労働災害発生状況

https://www.mhlw.go.jp/content/11201250/001676115.pdf

令和７年は令和６年に比べて、
熱中症による休業４日以上の死傷者数は約41％増加、死亡者数は50％減少

https://www.mhlw.go.jp/content/11201250/001676115.pdf


職場における熱中症防止のためのガイドライン概要 

©2026 Office Le Chein LLC.

https://www.mhlw.go.jp/content/
001676297.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/


熱中症の症状と分類
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熱中症の予防策まとめ

1. WBGT値の把握と管理
•湿球黒球温度（WBGT値）を定期的に測定し、リスクを評価

•WBGT値に応じた作業時間・休憩時間の設定

2. 作業環境の改善
•遮光・換気設備の設置、冷房機器の活用

•休憩所の確保と涼しい環境の整備

3. 水分・塩分の補給
•こまめな水分・塩分補給（喪が渇く前に摂取）

•飲料水やスポーツドリンクを作業場所に常備

4. 服装・保護具の工夫
•通気性の良い作業服やファン付き作業服の活用

•ウェアラブルデバイスによる体調モニタリング

5. 健康管理と体制整備
•朝礼時の体調確認、特に高齢者・持病のある方への配慮

•異常時の報告体制と緊急対応手順の整備

6. 教育・周知の徹底
•全従業員への熱中症予防教育と救急処置の訓練

•クールワークキャンペーンの活用と情報共有
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